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発 刊 に あ た つ て

5  メ ダ カ とそ の体 色 変 化 に関 す る 実験

も、 ョ ル とチ ン処 理 て よる倍 競 体 の 実験

ス 海 岸 植 物

8 .  ッ パ キ の観 察

,  ペ ー タぐ― ク,マ ト グ ラ フ イー

11、 冬 芽 の観 察

1  ソ ウ リム ンの 観 容

2  ブ ラ ナ リア と再 生  ―       一

4 ,  シ ョ ゥ シ ョ ゥ パ ェ実 験 の そ の 後
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。両 司
1 3  竺 物 部 に 入 って  一

1沓1 合  宿
1も、 一 年 を _ rり か え って

。再 珂
① 校 内棚木に名札をつけました
④ 水 生菌病

① 擬 臥体動物の話     …
④  ツ グチガイのこと
C 毒 ガニ発見
⑥ 水 力どをはやしました
④ 神 奈1県自然保護協会とは
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今後tr)H学舌千!|こ打|十子を卒■て

生1カ吉モコ門  涼  確  ド  十

昨年に]1符き
Ⅲ
牛的=ギ 第 2,か 訂

`liで
をア,ことイま訳にやモばしいことてあI.予 算百工か千貝い

ナiた活Ⅲうによス‐T「究の市 上いのFl般ど工かかぃくつかの障字を■う辞テて今年 もようや (こ ヽに

=っ たヘ

をもそも生物都かクラフ誌を発行する志義ti、クラブ活動全体或いは部鼻による個々のlql究の

公園とか口7ritt l fの記録の保存 とかおみこねによる研究の質的向上とか色 々あ本と思われるが、一

言てぃえばクラフ活動の済発化をほかることである.

文化部には体育部のようないわゆる試合力ない。と心全力を 点ヽけて七人の エネノtギーをjf中す

る場がヱ しいことが、今の文化キ「活チう合 Fthを停滞させている一つの厨四てン,■と」1っオ(え),何 か

目標がrtけれはいい可ドのことで終ってしまうの2Ji人間の弱いところてある、木騨 国が求!ユば|。i

上なく1と物車に集 まってきて向やらガ十ガヤやって終 ってしまう。そんなことてヽ 土全く七ったぃ

十いことて,る ′)て、昨年度 よリタラフ古考行とい う一つの日事をかかけ、そのたいに口崎か を)

の小さな活fr lをなみ【'まるとい う方法をたってきた。二年 日に太った今年は互の輸海ダt把つたい

う合宿や私の創立 も8月■|こ付 クラブ発表会はもとより、日頃“′部活動もよ,積 楊的 ・出発t に々

な ,てきた。年度共Ⅲl近つくと工!日遅 くまモ、ポー トの仕_Lけに→1込スをかけてtなi椋イ■■、同

す々の一人 と ′ヽて誠に晴しいlF倍てか った。

提出されたレポー トほ期目的にみて修正を力RえることⅢ不可他だったので殆んどそのなま印刷

にすわすことにtた が、本来研究とい うものはオリジナ ,テ イかなければいけないは十【わる,

部長はこのことに思ぃをして次号では反に研修を校み質的な的iF努 れてr;しヽヽ 1)ので声)る.

兵にこの月ヽ志を ごらん下さる部外の方にはまた′tりないご叱riとご放切|をおいいづるよ第て すぅ

思  う  ま  ま
部 長   三 廻 部  正  子

私が部長にな ってから、はやヽヽものてもう一年かたとうとしている

【々千f,中 て市鼻をひ _■ ってきたつもりたが、今ふ うかたぅ〔みてれ尼するような結井を組な

ことはてきオかった,何 もか も中士はんば.で も、学問には終 りがない。そ うた 1部 品の研究は

これか らヽ` く')でも′ くtて い くことかてきる可律性があるのた。

J月 つテ|に|千人■をS空え、 神将,′)名子打を最 〔々50は 党え ltうとは '吉 ィてtサ[ll, ⅢJitル・■ゆ

工悔の■4,お「4_を1、 合行のあった夏 文 |ヒ徐のあった秋。をしてす内にとじこt,ってしまった

■ t,すぎて、 また木ぶや →てまた。■、出身、 こ●―一年、共にクぃこと1=かりだったとは言え|「い.

■■てしきヽ′ユ え'!一たこ工lt、十可Ⅲふ rtこ 工か。モも今にな今てみア、と、可す野 な こと「ヽ

そんな‖子のこと, t一千よいだヽヽ出になっている。

たにヽく、今年十〕、こう|′てクラフ誌か そヽごることにl tった,■ たちの
7 7カの|ヤ品てj rるって

■| ' (・| :て IⅢ 、 ,「ナ千行て普た,てい うことたヤば|していスタy l 'て 占アo  4 1  3  2 5
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臣=王 E
■.ブ ウ けム ン `め智 察

Ⅲ 水  =ゆ サ:

津 「H よ 去了

ブ ウ リ ム シ に つ い て

学名 :Pa rime ci HTl c■ Ha n t unn

分析 :半 打Httf7j物

原 に々動物 P5絞毛虫類

生殖 :'も常 ・矩性生殖い三分裂方法で狩

取するお1、老化 した場合は有仕生

●18の挙合 と呼ばれる特殊形式で狩

打する。 この時、レ令 じや 声いタ

イブと、 しにく,タ イフトれ二つ`、

払iiは横浜EIl立大学の研究所でル

↑ タイブtr 2キヽのソウリムラを分けていただいて研安した。

41態 3生 命力は強く、ヲi外水,りいたる lrて宰何する。

梅4:師 オ!全ほ十で 3程 ぃる、その中に来tl車を台i「ものもいる。

1 ノ ウリムンの特蒸

■ 養 ル の 作 り方

5～ 5mに 切 でたイネワラを20～ 30F、 耐!水lι に加え水卜褐色に本■すて斉i沸

し、 ■ たをして一F:夜l」
lr置すえⅢⅢけに高水だけを無鴻 Lた )ヽのオ丹!セし、こ,1てワラを煮

沖した核を2倍 イ立に稀丹〔するぅワラはやて'「いて斗ま'中 に人れておく

杵 き す ア)に ち た っ て汗 i tし たlⅢ Ⅲ

。小' 六`や末濡ホ1 カヽルキやQuイ オンを合十 命て、 14用 したい方力よい。しわし、い弘

■フ|にによって十がhr江しうよいにくいのて、やおをえず水すヽ水を使押[た 。

●ツウリア、シtよてい つ1監沿のサ`い 代けを好 すオいのてワラを多た'人よ=十 く

o4R/1には、市オIH iσ)ぶ)たい市Prで、す|■,415° ヽ 30° (〕f!■|■てスi庁| 1ヽいっ冬

川|■IR沖機に人か25℃ を得 .た 。

o中 +1■ =克 千 1逝 『ヽ、ネイkてい 2～ 5山 問た.た H与、IⅢ Ⅲ
lわれてやアド、イ 11カ 月に

おヤ方li t ilⅢ「,■iる 、
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こうフヽてi」くとすで,■1～ 2,書、ネ■(てはる～4Pで や芋すⅢに伴コ市■`李■すアヽいイ1コl

卜,t , V者と、そチit部 に相当需のソウリムンを得るElができア。

形 普 揮 雰

1)海 動 の観 禁

揮fhするブウリムンを見るためには、なる人 く行動範囲を狭くして校鏡するのか部ま

れるが、これにつけくわえ動きを運らせて最も見やすくする方法としては下記のとお

りであるか

0)スライドグラスにノウリムンを含む水を1滴 とる。

04,な の寒天族老カバーガラスに1滴つけて、すばやくカメーをかける。

こうすると、動きが釘そ,ため繊毛の波打つ様がはっきうと認められる。又常に体は進

行方向に向ってよ回りしなから、進行している。

2)食 胞 の観 察

食揺 (親菌等 )が田部の繊毛の運動による渦流でftRtttlに集められ、嘔願から体内に

入って食胞か形成される。これは一定の結路を通って細胞距問から排出される。経路

を調べる実験をした。

e薄めた星汁を時計皿に少撮とり、こ抑にソウリムンを多数太Ⅲ(遠′b分離器にかけ

て密度を大きくする。 )10～ 20分 放置する。

②それに水をソクリムツか認められる仕F指して、薄める。

③毛細どペツトてノウリムンを吸いとリノンパラ~卜にいれて検鈍する。

こうして見ると食胞は順序よく銃び若回りをしていた、こうして栄養をとる事を組胞

内消イセという。

蛙
棒求になって狗つとき

有 効  打

▼〔ィトぶ、
立

＼

もとにもどすとき

回 復  打

全織毛の動 き

食胞の移動方向
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4)岸  予  比十

こ抑 キナⅢⅢど、シホ降
JTに中 う性質を持 4て いる■を示

ウキ年5,イオ、る。

まず 1 5Vの 電池を 3値 用ま した。

見やす くするために、底お【早ぃノラスチツクになってぃる字【段用具を使押 した,

これを ニナメル線で電池と結んだ。

1 5Vの 時と4 5Vの 時て試みた.

結果 :電 ltが高くなれは、移動も近 くなるが、同じノウリムンのF9‐で、 1 5Vか ら

4 5ヽ にし再び 1 5Vに した時反応赤見ら'1なか った。

また電櫨を逆にした場合も反応小なかった,こ れら二つは原因不明で歩ろ、今

後の研究の課題 としたい。

2)走  地  性

ンウリムシよ亜力方向と反対方向宰 動するいわめる第の走地性を t)っているう`、この

ことはスポイトて吸 ってしばらく見ているよ徐々に 'を昇 ヒ′ていくのわt認められたり、

文ピーカー中に浄)ってせ分裂中で氏に″,つまっている以外は、 ピーカーの上方の縁付

近に多く生まって、ヽそ)ことからもみユ■られた。

4i 牛   碑

■す直について1と,1にitiべた'1つてか,なわ|、三分裂■り1による生宿の伊察はしたかった。

″合については、未完成で111、るが、一「ヽatttて みたのでそのう」梓をここに前!す事にし

た、接合lCはます /ウ リムンめ環境を悲 4し ないわti rF I〕なヽヽので、ホ′b分難 Lて 多枚の

御体を得てから、水道水中にい,■た ,こ の時、二布めプウリフ、シを混せるわけてと,る。

2～ 3過 徴 )内に接令するはすであったか、変化tiみられ'Rかでた,「1ケ 月たっても″合

し',ぃわ:令ヽと,本」と本rl占いて汁).た ぃて、竹 .て 工ヽたち4、そいううに伊也の不
Yr物か

現われ'枚 は―
‐ll17に終 すた.

反告 :官||イキて点イガにンウリ2シ 七千■けた■,音,IⅢて、をかのいろぃない性質に興Elを持ち

試みてみたうく、結居、子広 4や りすき
'(‖
t足r「成斗ちヽえⅢなiCかった。またの残会には

1つ の事に年中して、まと=っ た成果とイをたぃもどヽて力、る

女||十千1学の生敬J4959年  12ナ J弓

共立は枚珠す会社

「十均」 (ヨ々 科革 )

者育IⅢ Ⅲ'■オ会千1
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